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'量子化学 (原田義也/著 )

機窯藝総め育
1 量子輸の必要性
・原子の発光スペクトル
・電子の粒子性と波動性
2量子機の基礎
・Scllrodい ger8程式
・1次元箱中の電子
・2原子分子の振動   ｀
3原子の構造と性貴
・水素原子
・Padの排他原理
・多電子原子
41ヒ学結合と分子
・水素分子イオン
・等機.異桟2原子分子
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図 1 黒体輻射強度のスペク 村 レ (波数 )
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光の周波数の分布 (光のスペク村姉 と云う)から調べる研究が強く望まれた
温度が高くなると、赤外線 → 赤 → 自 → 青

軌道

図 3 太陽光のスペク ト い 約6000度

黒体輻射の古典論の仮定
エネルギー等分配則 :1自 由度あたり
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図2 黒体輻射強度のスペク村レ(波長)

長さ1の立方体の空洞に開じ込められた輻射
→定在波
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